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�

　市は、12月30日�から平成18年1月4日�まで、業務を休ませてい
ただきます。1月5日�から平常どおり業務を行います。�
　年末年始の主な施設の業務は、次のとおりです。�
　ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。�

年末年始は市役所 休みます�

北部住民センター (@63-7955) 
中部住民センター (@64-8810)

三山木福祉会館 (@62-0571)

中央公民館　(@62-2552)

田辺公園などの有料公園施設 
(田辺中央体育館　@62-1501)

中央図書館　(@65-2500) 
北部分室・中部分室を含みます 

田辺中央体育館 (@62-1501)

野外活動センター (@62-2816)

田辺公園プール (@65-3113)

市役所庁舎　(@63-1122–)
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田辺児童館　普賢寺児童館　南山こどもセンター 
 (@63-1081)  (@65-0153)  (@62-4458)

施 設 名  

老人福祉センター常磐苑 
　　　　　　　(@62-3643)

三山木老人いこいの家(@68-2170)

社会福祉センター(@65-4961)

福祉センター　(@62-0457)
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使用申請事務は12月30日～1月4日休みます�

＝休業日�

老人福祉センター宝生苑(@68-2222)
大住児童館(@68-2225)

�

８
つ
の
特
別
会
計
も
黒
字

１
億
１
千
万
円
の
黒
字

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
が
２
３
４
億
３
千
３
４

７
万
９
千
３
８
９
円
、
歳
出

が
２
３
２
億
５
１
２
万
８
千

７
８
２
円
と
な
り
、
歳
入
歳

出
差
引
額
は
２
億
２
千
８
３

５
万
６
０
７
円
と
な
り
ま
し

た
。
次
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
の
１
億
１
千
４４
万
６

千
７
０
４
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
は
、
１
億
１
千
７

９
０
万
３
千
９
０
３
円
の
黒

字
で
し
た
。

ま
た
、
８
つ
の
特
別
会
計

（
松
井
財
産
区
・
老
人
保

健
・
国
民
健
康
保
険
・
休
日

応
急
診
療
所
・
公
共
下
水
道

事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
・
介
護
保
険
・
産
業
立

会 計 区 分 �

合 計 �

一 般 会 計 �

1,714,150 4,754

168,572

36,190,159 295,599

2,643,077 430

23,205,12923,433,479 228,351

3,7253,779

21,572

3,710,551

3,772,172

歳 出 �差 引 額歳 入 �

介 護 保 険 �

農業集落排水事業�

公共下水道事業�

松 井 財 産 区 �

休日応急診療所�

老 人 保 健 �

特

別

会

計

�

国民健康保険�

各会計の収支状況� （単位：千円）�

1,709,396

722,806 2,537産 業 立 地 � 720,269

127,109

35,894,560

2,642,647

20,523

3,710,362

3,755,402

54

190

16,770

1,049

41,464

※本表は各項目において表示単位未満を四捨五入した�
もので、合計に一致しない場合があります。�

地
）
は
、
い
ず
れ
も
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
１６
年
度
の
主
な
事
業

の
あ
ら
ま
し
は
２
・
３
面

に
、
水
道
事
業
会
計
は
３
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
財
政
課

（
�
６４
・
１
３
１
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
、
京
田
辺
市
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
入
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
使
っ
た
の
か
…
…
。
平
成
１６
年
度
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
と
８
つ
の
特
別
会
計
は
黒
字
で
す
が
、
依
然
厳
し
い
台
所
事
情
が

続
く
な
か
で
経
常
経
費
の
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ

り
効
率
的
に
活
用
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
多
く
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

12月6日に田辺東幼稚園でもちつき大会が行われ
ました。
園児111人が順番に「よ～いしょ」の元気なかけ
声でもちをつき、きねが「おもたい」と言いながら
もうまくつき上がってくると「やったー」と大喜び。
そのあと、お昼にお雑煮にして、園児らは自分た
ちでついたもちをおいしそうにほおばり、ひと足早
いお正月気分を満喫しました。

ひひひひ
とととと
足足足足
早早早早
いいいい
おおおお
正正正正
月月月月

一
般
会
計

元気によ～いしょ！元気によ～いしょ！�元気によ～いしょ！元気によ～いしょ！元気によ～いしょ！�元気によ～いしょ！

16年度決算

経経
常常
経経
費費
をを
抑抑
制制
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０

１
３
２
０
）
へ
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

１
月
２９
日
に

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日
時
＝
平
成
１８
年
１
月
２９

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住

す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味

の
あ
る
人
。
指
導
者
や
主
婦

の
人
、
歓
迎
し
ま
す

内
容
＝
身
体
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
基
づ
い
た
自
然
体
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
法
や
若

さ
と
健
康
を
取
り
戻
す
た
め

の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法

講
師
＝
�
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
公
認
講
師
の
草

野
健
次
さ
ん

参
加
費
＝
５
０
０
円

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
持

親
子
体
操
教
室
の

日
程
変
更
し
ま
す

現
在
参
加
者
を
募
集
中
の

「
親
子
体
操
教
室
」
の
日
程

を
変
更
し
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

変
更
前
＝
平
成
１８
年
２
月

２０
日
・
２７
日
・
３
月
６
日
・

１３
日
・
２０
日
（
す
べ
て
月
曜

日
）変

更
後
＝
平
成
１８
年
２
月

２７
日
・
３
月
６
日
・
１３
日
・

学
研
都
市
公
園

休
園
の
お
知
ら
せ

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

記
念
公
園
は
、
１２
月
２８
日
�

か
ら
平
成
１８
年
１
月
５
日
�

ま
で
休
園
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
関
西
文
化
学

術
研
究
都
市
記
念
公
園
管
理

事
務
所（
�
９３
・
１
２
０
０
）

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

２０
日
・
２７
日
（
す
べ
て
月
曜

日
）く

わ
し
く
は
、
田
辺
中
央

体
育
館（
�
６２
・
１
５
０
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市
民
総
体

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
＝
平
成
１８
年
１
月
１５

日
�
午
前
９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
学
す
る
小
学
生
と
中

学
生
で
、
当
日
引
率
で
き
る

保
護
者
の
い
る
人

内
容
＝
男
女
別
シ
ン
グ
ル

ス
・
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費
＝
▼
シ
ン
グ
ル
ス

（
１
人
）
…
５
０
０
円
▼
ダ

ブ
ル
ス
（
１
組
）
…
千
円

し
め
き
り
＝
１２
月
２３
日
�

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
で
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

体
育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中

歳出決算額�
23,205,129千円�

歳出の内訳�歳出の内訳�

総務費総務費�
2,479,8742,479,874千円千円�
10.710.7％�

総務費�
2,479,874千円�
10.7％�

民生費民生費�
5,552,0705,552,070千円千円�
23.923.9％�

民生費�
5,552,070千円�
23.9％�

衛生費衛生費�
2,322,0302,322,030千円千円�
10.010.0％�

衛生費�
2,322,030千円�
10.0％�

農林水産業費�
601,031千円�
2.6％�

土木費土木費�
4,375,4324,375,432千円千円�
18.918.9％�

土木費�
4,375,432千円�
18.9％�

議会費�
206,643千円　0.9％�
労働費�
15,786千円　0.1％�
商工費�
87,910千円　0.4％�
諸支出費�
56千円　0.0％�
�

消防費�
1,140,645千円�
4.9％�

教育費教育費�
2,382,4322,382,432千円千円�
10.310.3％�

教育費�
2,382,432千円�
10.3％�

公債費公債費�
4,035,8954,035,895千円　千円　�
17.417.4％�

公債費�
4,035,895千円　�
17.4％�

災害復旧費�
5,324千円　0.0％�

少子高齢化施策に力点�少子高齢化施策に力点�

平
成
１６
年
度
の
水
道
事
業

は
、
１
件
当
た
り
の
使
用
水

量
が
、
節
水
傾
向
に
よ
り
伸

び
悩
む
厳
し
い
経
営
状
況
下

で
、
給
水
人
口
の
増
加
と
生

活
様
式
の
多
様
化
に
対
応
す

る
た
め
、
安
全
・
安
心
で
安

定
し
た
水
道
水
供
給
を
図

り
、
計
画
的
に
送
配
水
管
を

整
備
し
ま
し
た
。

平
成
１６
年
度
末
給
水
件
数

１
万
７
千
６
９
８
件
で
、

対
前
年
度
比
３
４
２
件
の
増

で
す
。
年
間
総
配
水
量
は
、

７
５
６
万
４
千
６
９
７
立
方

�
（
▼
自
己
水
…
５
０
５
万

４
千
３
４
３
立
方
�
�
６６
・

８
�
�
、
▼
府
営
水
…
２
５

１
万
３
５
４
立
方
�
�
３３
・

２
�
�
）
で
前
年
度
と
比
べ

０
・
６
�
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

水
道
事
業
収
益

１４
億
９
千
６
２
９
万
４
千

１
２
７
円
で
前
年
度
と
比

べ
、
２
千
４
２
８
万
２
千
７

６
３
円
、
１
・
６
�
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

営
業
収
益

給
水
収
益
が
給
水
件
数
の

増
加
に
よ
り
、
２
千
５
４
２

万
１
千
９
８
５
円
増
加
し
た

こ
と
か
ら
、
２
千
４
６
１
万

７
千
３
７
６
円
、
２
・
２
�

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
営
業
外
収
益
で
は
基
金

補
助
金
の
減
少
に
よ
り
、
３５

万
８
千
１
３
７
円
、
０
・
１

�
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
費
用

水道事業

計
画
的
に
送
配
水
管
を
整
備

な
り
ま
し
た
。

全
収
入
の
３５
・
５
�
を
占

め
る
市
税
収
入
は
８３
億
７
９

１
万
４
千
円
で
、
前
年
度
よ

り
５
千
９
１
１
万
５
千
円

（
同
１
�
）
増
え
ま
し
た
。

市
税
収
入
の
主
な
も
の

は
、
固
定
資
産
税
が
３８
億
８

千
８
５
６
万
２
千
円
（
同
２

�
増
）、
市
民
税
が
３３
億
６

千
７
１
１
万
８
千
円
（
同
１

�
減
）、
都
市
計
画
税
が
６

億
９
千
６
９
０
万
２
千
円

（
同
２
�
増
）
と
な
り
、
市

た
ば
こ
税
は
２
億
９
千
５
８

５
万
円
（
同
１
�
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

市
税
以
外
の
主
な
収
入
で

は
、
地
方
交
付
税
が
２０
億
６

千
４
７
７
万
７
千
円
（
同

１２
・
５
�
減
）、
国
か
ら
の

支
出
金
が
３２
億
７
千
５
７
２

万
１
千
円
（
同
２１
・
１
�

増
）、
府
か
ら
の
支
出
金
が

９
億
３
千
２７
万
５
千
円
（
同

０
・
５
�
減
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
な
ど
か
ら
事
業
資

金
と
し
て
長
期
融
資
を
受
け

た
市
債
は
、
４１
億
１
千
２
６

０
円
（
同
３５
・
７
�
増
）
で

す
。地

方
交
付
税
が
対
前
年
度

比
１２
・
５
�
減
と
い
う
か
つ

て
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
債
の
発

行
や
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

等
に
よ
っ
て
事
業
の
財
源
を

確
保
し
ま
し
た
。

◆
老
朽
化
が
著
し
い
粗
大

◆
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

内
の
自
転
車
撤
去
を
行
い
、

交
通
の
円
滑
化
と
環
境
の
整

備
を
図
っ
た

１４
億
９
千
４
２
９
万
９
千

３
２
８
円
で
前
年
度
１４
億
６

千
６
４
８
万
８
千
８
５
０
円

と
比
べ
、
２
千
７
８
１
万
４

７
８
円
、
１
・
９
�
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

営
業
費
用

総
係
費
、
減
価
償
却
費
の

増
加
に
よ
り
４
２
６
万
８
千

４
４
１
円
、
０
・
３
�
増
加

し
、
１２
億
９
千
５
０
５
万
７

千
４
８
７
円
と
な
り
、
営
業

外
費
用
は
、
積
立
金
の
増
加

に
よ
り
２
千
３
７
８
万
６
千

４
２
５
円
、
１３
・
８
�
増
加

し
、
１
億
９
千
６
５
８
万
８

千
４
５
７
円
と
な
り
ま
し

た
。資

本
的
収
支
の
状
況
は
、

平
成
１５
年
度
繰
越
額
を
含
め

た
決
算
額
が
８
億
５
千
１
２

３
万
２
千
８
４
５
円
、
資
本

的
支
出
は
１３
億
６
千
１
７
８

万
５
４
４
円
と
な
り
ま
し

た
。
資
本
的
収
入
額
が
資
本

的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
５
億
１
千
５４
万
７
千
６

９
９
円
は
、
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

市
債
や
基
金
で
財
源
確
保

田
辺
中
央�

体
育
館�

社
会
体
育

社
会
体
育�

　
協
会

　
協
会�

社
会
体
育�

　
協
会�

田
辺
中
央

田
辺
中
央�

体
育
館

体
育
館�

田
辺
中
央�

体
育
館�

社
会
体
育�

　
協
会�

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
いし

め
き
り
＝
１２
月
２３
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１

０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田

辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育

館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
、

�
６２
・
１
５
３
４
）

大住ふれあいセンターや駅前保育園整備

安
定
し
た
供
給
め
ざ
し

区画整理事業の進む近鉄京都線の三山木駅周辺

社
交
ク
ラ
ブ
が

慈
善
の
ダ
ン
ス
会

文
化
協
会
所
属
の
社
交
ク

ラ
ブ
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま

す
。収

益
金
は
パ
キ
ス
タ
ン
地

震
募
金
に
寄
付
し
ま
す
。

日
時
＝
１２
月
２８
日
�
午
後

７
時
〜
９
時
３０
分

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー

協
力
金
＝
３
０
０
円

く
わ
し
く
は
、
社
交
ク
ラ

ブ
松
本（
�
６３
・
６
２
９
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

央
体
育
館
内
、
�
６２
・
１
５

０
１
）

時
と
場
所�

毎月　第2水曜日�
　　（市役所会議室または中央公民館会議室）�
　　　第4水曜日�
　　（北部住民センターまたは三山木福祉会館）�
�

問合せ先＝人権啓発課（�62-4343）�
いずれも午後1時30分～4時。祝日はありません�

なやみごとなやみごと（人権（人権・行政）行政）相談相談�なやみごと（人権・行政）相談�

老人福祉センターと児童館の複合施設として開所した大住ふれあいセンター

＜ 2  ＞

厳
し
い
状
況
苦
心
の
や
り
く
り

厳
し
い
状
況
苦
心
の
や
り
く
り�

�

基
盤
づ
く
り
進
め
る

歳入決算額�
23,433,479千円�

歳入の内訳�歳入の内訳�

市税市税�
8,307,9148,307,914千円千円�
35.535.5％�

市税�
8,307,914千円�
35.5％�

寄付金�
183,384千円�
0.8％�

繰入金�
716,897千円�
3.1％�

財産収入�
353,176千円�
1.5％�

負担金及び分担金�
341,364千円　1.5％�
使用料及び手数料�
739,865千円　3.2％�
繰越金�
476,155千円　2.0％�
諸収入�
430,628千円　1.8％�

市債市債�
4,112,6004,112,600千円千円�
17.617.6％�

市債�
4,112,600千円�
17.6％�

地方譲与税�
311,768千円　1.3％�
利子割交付金�
88,818千円　0.4％�
配当割交付金�
18,372千円　0.1％�
株式等譲渡所得割交付金�
18,916千円　0.1％�
ゴルフ場利用税交付金�
23,703千円　0.1％�
自動車取得税交付金�
140,572千円　0.6％�
国有提供施設等所在�
市町村助成交付金�
14,310千円　0.1％�
�

府支出金�
930,275千円　�
4.0％�

国庫支出金国庫支出金�
3,275,7213,275,721千円　千円　�
14.014.0％�

国庫支出金�
3,275,721千円　�
14.0％�

地方交付税�
2,064,777千円　8.8％�

交通安全対策特別交付金�
11,234千円　0.0％�
地方消費税交付金�
585,261千円　2.5％�
地方特例交付金�
287,769千円　1.2％�

歳

入�

歳

入�

歳

出�

歳

出�

歳

出�

地
方
交
付
税
は

１２
・
５
％
の
大
幅
減

歳
入
は
、
１５
年
度
と
比
べ

２１
億
９
千
７
９
３
万
３
５
９

円
増
え
、
２
３
４
億
３
千
３

４
７
万
９
千
３
８
９
円
（
対

前
年
度
比
１０
・
４
�
増
）
と

前
年
度
と
比
べ
て

人
件
費
３
・
３
％
減

歳
出
は
２
３
２
億
５
１
２

万
８
千
７
８
２
円
で
、
１５
年

度
と
比
べ
２４
億
４
千
５
７
３

万
４
千
４
８
０
円
（
対
前
年

度
比
１１
・
８
�
）
増
え
ま
し

た
。こ

れ
は
、
大
型
継
続
事
業

で
あ
る
三
山
木
地
区
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
に
加
え

て
、
北
部
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
及
び
児
童
館
の
建
設
事

業
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建

設
事
業
、
市
営
住
宅
建
て
替

え
事
業
な
ど
の
２
か
年
継
続

農
林
水
産
業
費�

民
生
費�

衛
生
費�

労
働
費�

総
務
費�

消
防
費�

土
木
費�

商
工
費�

教
育
費�

都
市
化
に
対
応

事
業
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
は
、
都
市
基
盤

整
備
な
ど
の
投
資
的
経
費
が

５２
億
１
千
７
２
９
万
１
千
円

（
構
成
比
２２
・
５
�
）。
消
費

的
経
費
の
う
ち
人
件
費
は
５４

億
４
千
２７
万
２
千
円
（
同

２３
・
４
�
）、
市
民
の
最
低

生
活
を
保
障
す
る
生
活
保
護

な
ど
の
扶
助
費
が
２５
億
５
千

１
５
８
万
８
千
円
（
同
１１
・

０
�
）
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
債
の
元

金
償
還
金
や
利
子
な
ど
の
支

払
い
に
要
す
る
経
費
と
な
る

公
債
費
が
４０
億
３
千
５
８
９

万
５
千
円
（
同
１７
・
４
�
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１６
年
度
に
行
っ
た
主
な
事

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
費�

◆
Ｊ
Ｒ
同
志
社
前
駅
の

ホ
ー
ム
及
び
改

札
の
拡
幅
と
合

わ
せ
て
改
札
外

の
通
路
を
拡
幅

す
る
こ
と
に
よ

り
、
駅
利
用
の

混
雑
解
消
を
図

っ
た
。
ま
た
、

通
路
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
及
び
駅
多

目
的
ト
イ
レ
の

設
置
に
よ
り
、

利
便
性
が
向
上

し
た◆

市
民
意
見

の
聴
取
な
ど
を

行
い
、
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
整

備
構
想
を
検
討
し
た

◆
新
た
な
行
政
運
営
の
仕

組
み
づ
く
り
の
た
め
行
政
評

価
（
事
務
事
業
評
価
）
の
導

入
調
査
し
、
基
本
方
針
を
策

定
◆
平
成
１５
年
度
に
整
備
し

た
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
、
行
政
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
・
は
ぐ
く
み
支
援
シ

ス
テ
ム
を
充
実

◆
北
部
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
及
び
児
童
館
の
建
設
事

業
実
施
に
よ
り
、
北
部
地
域

の
高
齢
者
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
や
生
き
が
い
づ
く
り

等
の
社
会
参
加
の
機
会
と
子

育
て
支
援
な
ど
多
様
な
活
動

の
場
を
提
供

◆
Ｊ
Ｒ
松
井
山
手
駅
前
保

育
園
分
園
パ
ス
テ
ル
キ
ッ
ズ

を
開
園
し
保
育
を
充
実

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
業
務
委

託
し
、
市
民
に
よ
る
子
育
て

の
相
互
支
援
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
活

動
を
支
援

◆
河
原
保
育
所
の
建
て
替

え
に
向
け
て
基
本
設
計
を
行

っ
た

◆
小
学
校
や
幼
稚
園
の
校

門
門
扉
改
修
工
事
を
行
い
常

時
閉
門
で
き
る
よ
う
に
し
、

学
校
の
安
全
対
策
を
実
施

◆
在
籍
す
る
障
害
児
童
及

び
来
校
す
る
高
齢
者
の
た
め

田
辺
東
小
学
校
に
身
障
者
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
っ
た

◆
預
か
り
保
育
を
全
園
で

実
施
し
、
子
育
て
支
援
の
充

実
・
強
化

◆
保
育
室
数
不
足
が
見
込

ま
れ
る
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
を

園
舎
増
築
し
、
ニ
ー
ズ
に
対

応

◆
近
鉄
興
戸
駅
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業
を
補
助

し
、
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

促
進◆

草
内
美
泥
な
ど
排
水
路

を
整
備
・
修
繕
し
、
市
民
の

生
活
環
境
向
上
を
図
っ
た

◆
田
辺
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
照
明
設
備
を
改
良
し
、
利

用
者
の
利
便
性
を
高
め
た

◆
北
部
出
張
所
か
ら
北
部

分
署
に
名
称
変
更
し
、
職
員

を
増
配
置
し
、
同
時
に
２
台

（
消
防
車
と
救
急
車
）
運
用

が
で
き
る
よ
う
体
制
強
化
・

充
実
を
図
っ
た

◆
地
元
で
つ
く
っ
た
も
の

は
地
元
で
消
費
す
る
と
い
う

地
産
地
消
を
促
進
し
、
地
域

農
業
の
振
興
を
支
援

◆
会
議
録
探
索
シ
ス
テ
ム

の
会
議
録
デ
ー
タ
の
充
実

◆
商
工
会
が
行
っ
て
い
る

一
休
さ
ん
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

事
業
の
普
及
拡
大
な
ど
、
市

内
の
中
小
小
売
店
を
支
援
す

る
と
と
も
に
商
業
の
活
性
化

を
促
進

継
続
事
業
で
総
額
は
増

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
、

ご
み
の
破
砕
施
設
、
資
源
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
等
を
設

け
た
工
場
棟
と
３
Ｒ
推
進
の

拠
点
と
な
る
研
修
施
設
と
を

合
わ
せ
た
複
合
施
設
「
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
の
建
設
工

事
を
行
い
、
循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
取
り
組
む

◆
保
健
セ
ン
タ
ー
を
増
改

築
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

人
口
増
加
に
対
応

◆
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
購
入

し
、
不
法
投
棄
対
策
を
強
化

平
成
１６
年
９
月
に
開
園
し
た

パ
ス
テ
ル
キ
ッ
ズ

このほど完成した市営住宅三山木団地
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男  29，742人（+28）�

平成17年12月1日現在　（　）は前月との比較�

市の人口�市の人口�

女  30，930人（-7）�
合計  60，672人（+21）�

世帯数  22，847世帯（+29）�

お
　
知
　
ら
　
せ�

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた
本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�

南山東�
高　木�
興　戸�

3:40～4:10
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井�

宮ノ口�

健康村�

江　津�
出垣内�

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田� 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

3:00～3:30

3:00～3:30

多々羅公民館西側�

健康村公民館前�

打田公民館前�
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前�
天王バス停前�

南山公園�

三山木幼稚園横�

高木公民館前�

宮ノ口白山公園�
江津公民館前�

高　船�

飯　岡�
山　本�
水　取�

多々羅�
普賢寺公民館前�

天　王�

水取公民館前�
山本出荷場精米所前�

新興戸公民館北50m新興戸�
飯岡バス停�

普賢寺�

�

19

4:20～4:50

�
18

巡回日�

�

17

11�
2月1日�
�

13��
3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間�地区名� 駐 車 場 所 �

火
　
曜
　
日�

木
　
曜
　
日�

水
　
曜
　
日�

曜日�

平成18年1月の移動図書館『かんなび号』巡回表�

12�
2月2日�
�

筆
跡
に
は
書
い
た
人
の
行

動
パ
タ
ー
ン
や
性
格
、
深
層

心
理
な
ど
が
は
っ
き
り
と
表

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

新しい本の紹介�新しい本の紹介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

新しい本の紹介�
中央図書館＝@65－2500

れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
文
字
を
書
く

と
い
う
行
動
は
脳
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

こ
の
本
で
は
、
簡
単

な
筆
跡
テ
ス
ト
に
よ
っ

て
、
性
格
や
恋
愛
・
仕

事
・
将
来
・
人
間
関
係

ま
で
も
徹
底
診
断
。
自

分
で
も
気
づ
い
て
い
な
い
、

隠
さ
れ
た
自
分
自
身
を
発
見

で
き
る
か
も
！？
。

「
こ
わ
い
ほ
ど
当
た
る
！

筆
跡
診
断
」

根
本
　
寛
／
著

廣
済
堂
出
版
／
発
行

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

国
際
交
流
に
補
助
金

市
は
、
市
民
の
国
際
交
流

を
支
援
す
る
た
め
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

人
で
、
▼
Ａ
タ
イ
プ
…
「
外

国
人
留
学
生
な
ど
を
自
宅
に

受
け
入
れ
る
場
合
」
▼
Ｂ
タ

イ
プ
…
「
自
費
で
海
外
研

修
・
留
学
す
る
場
合
」

補
助
額
＝
１
夜
に
つ
き
２

千
円（
５
夜
１
万
円
が
限
度
）

Ａ
タ
イ
プ
は
、
受
け
入
れ

人
数
が
２
人
以
上
で
も
１
人

分
の
み
が
対
象
で
す
。
Ｂ
タ

イ
プ
は
、
企
業
か
ら
の
派
遣

や
観
光
旅
行
、
外
国
人
と
の

交
流
を
伴
わ
な
い
研
修
は
除

き
ま
す
。

申
請
方
法
＝
秘
書
室
に

備
え
付
け
ま
た
は
、
本

市

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
請
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
必
ず
資
料

(

学
校
か
ら
の
証
明
書
や
日

程
表
、
航
空
券
写
し
な
ど)

を
添
え
て
、
交
流
体
験
開
始

日
の
２
週
間
以
上
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い

交
流
体
験
終
了
後
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
年
度
内

京田辺国際交流協会は、留学生による座談会を開き
ます。
海外に興味のある人など、外国の習慣や文化の違い
について聞いてみませんか。
日時＝平成18年1月29日�午後2時～4時
場所＝中央公民館
内容＝京都府から任命されている府名誉友好大使な
ど留学生３人（ベトナム、インド、インドネシア出身）
を迎え、日本での生活体験談を中心に出身国の文化な
どを話してもらいます。
定員＝先着40人
参加費＝無料
申込開始日＝12月19日�
申込・問合せ先＝京田辺国際交流協会事務局（秘書
室内、�64-1322）

(

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１

日
）
の
申
請
回
数
は
、
１
家

族
（
Ａ
タ
イ
プ
）、
ま
た
は

１
人
（
Ｂ
タ
イ
プ
）
に
つ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
１
回
で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
秘
書

室
（
�
６４
・
１
３
２
２
）

〜
京
都
見
た
ま
ん
ま
〜

秋のイベントでの�
みなさんの笑顔を�
紹介します�

ポケット�
　カメラ�

ポケットポケット�
　カメラ　カメラ�
ポケット�
　カメラ�

まちのようす�
を紹介します。�

３５
・
５２
	
の
省
エ
ネ
で
約
１

千
６
０
０
円
の
節
約
に
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
場
合
も
、

８８
・
８


グ
ラ
ム
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
が
で
き

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

留
学
生
が
語
る

市
は
、
平
成
１８
・
１９
年
度
の
競

争
入
札
参
加
資
格
申
請
の
登
録
を

行
い
ま
す
。

対
象
業
務
＝
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
、
物
品
・
役
務
等

役
務
等
と
は
、
リ
ー

ス
・
事
務
委
託
・
製
作
委

託
・
各
種
修
繕
な
ど
の
こ

と
で
す
。

申
請
書
配
布
期
間
＝
１２

月
２０
日
�
〜
平
成
１８
年
１

月
３１
日
�
。
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
１２

月
３０
日
�
〜
平
成
１８
年
１

月
４
日
�
を
除
き
ま
す

配
布
場
所
＝
監
理
課

申
請
書
は
無
料
で
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（http://w
w
w
.kyotanabe.

jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

申
請
書
受
付
期
間
＝
平
成
１８
年

１
月
１６
日
�
〜
３１
日
�
。た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す

受
付
時
間
＝
午
前
９
時

〜
１１
時
３０
分
と
午
後
１
時

〜
４
時

受
付
場
所
＝
市
役
所
３

階
３
０
１
会
議
室

郵
送
で
の
申
請
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。
必
ず
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
建
設
工

事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
…
監
理
課

（
�
６４
・
１
３
４
０
）
▼

物
品
・
役
務
等
…
管
財
防

災
課（
�
６４
・
１
３
１
４
）

い
ず
れ
の
業
務
で
も
水
道
事
業

に
か
か
わ
る
も
の
は
、
水
道
部
業

務
課
（
�
６２
・
０
４
１
４
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入札参加資格の申請
受け付けは1月16日から

場
所
＝
京
田
辺
茶
研
修
工

場
内
容
＝
「
現
代
の
名
工
」

の
山
下
寿
一
さ
ん
と
そ
の
門

下
生
が
手
も
み
玉
露
づ
く
り

を
お
教
え
し
ま
す
。
ま
た
、

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
お
い
し
い
入
れ
方
を
伝

授
。
自
分
で
も
ん
だ
玉
露
は

持
ち
帰
れ
ま
す
。

定
員
＝
各
回
２０
人

参
加
費
＝
▼
手
摘
み
茶
葉

使
用
コ
ー
ス
…
５
千
円
▼
は

さ
み
摘
み
茶
葉
使
用
コ
ー
ス

…
４
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
＝
普
賢

寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
（
�
６２
・

４
２
５
０
、
受
け
付
け
は
毎

自
費
で
海
外
留
学
な
ど
対
象

1111月月月月22229999日日日日にににに座座座座談談談談会会会会

週
火
・
木
・
土
・
日
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

松
井
ケ
丘
幼
稚
園
児
が

英
語
指
導
助
手
と
交
流

１１
月
２８
日
に
、
英
語
指
導
助
手
の
ア
シ
ュ
リ
ー
・
ハ

ン
ソ
ン
さ
ん
が
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
を
訪
れ
、
同
幼
稚
園

の
３
〜
５
歳
児
の
約
１
０
０
人
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た

（
＝
写
真
㊧
）。

ア
シ
ュ
リ
ー
さ
ん
が
写
真
や
絵
本
で
家
族
、
出
身
国

の
ア
メ
リ
カ
を
紹
介
。
大
き
な
家
の
写
真
に
園
児
ら
は

「
大
き
ー
い
！
お
城
み

た
い
」
と
口
々
に
歓

声
を
あ
げ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
外

で
一
緒
に
遊
ん
だ
り

し
て
交
流
を
楽
し
み
、

ア
シ
ュ
リ
ー
さ
ん
も

「
子
ど
も
た
ち
は
い
つ

も
元
気
で
か
わ
い
い
。

大
好
き
で
す
」
と
終

始
笑
顔
で
し
た
。

ふ
く
ろ
う
で

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

身
体
・
知
的
・
精

神
障
害
者
の
人
が
社

会
的
自
立
を
め
ざ
し

「
自
ら
の
給
料
は
自

分
た
ち
で
生
み
出
そ

う
」を
合
い
言
葉
に
、

毎
日
紙
す
き
に
取
り

組
ん
で
い
る
ふ
く
ろ

う
共
働
作
業
所
で
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成

作
業
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
（
＝
写
真
㊨
）。

作
ら
れ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
は
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
卓
上
版

で
、
今
年
は
洋
花
シ
リ
ー
ズ
。
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
や
ク
ロ

ッ
カ
ス
な
ど
１２
の
洋
花
が
５
色
に
染
め
ら
れ
た
再
生
紙

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
通
所
生
は
、
心
を
こ
め
て
丹
念

に
色
づ
け
し
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
ふ
く
ろ
う
共
働
作
業
所
（
�
６５
・
０
１

８
４
）

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
で

ぜ
ひ
省
エ
ネ
を

市
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
一
環
で
あ
る
「
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
」
を
受
け
、
暖
房
の
１９

度
設
定
に
努
め
て
い
ま
す
。

ご
来
庁
の
際
は
、
１９
度
設
定

で
も
寒
く
な
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の

ご
家
庭
で
も
暖
房
の
温
度
を

下
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

例
え
ば
、
外
気
温
度
が
７

度
の
時
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
の
暖
房
設
定
温
度
を
２４

度
か
ら
２０
度
に
す
る
と
（
使

用
時
間
９
時
間
／
日
）、
年

間
で
ガ
ス
５９
立
方
�
の
省
エ

ネ
に
な
り
約
８
千
２
８
０
円

の
節
約
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
暖

房
設
定
温
度
を
２４
度
か
ら
２０

度
に
す
る
と
（
使
用
時
間
９

時
間
／
日
）、
年
間
で
石
油

特
産
の
玉
露
を

あ
な
た
の
手
で

普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅

は
、「
玉
露
の
手
も
み
体
験

と
玉
露
の
入
れ
方
教
室
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
２
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

補
助
金
を
活
用
し
て

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
受
け
入
れ

１０
年
前
か
ら
外
国
人
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
受
け
入

れ
を
始
め
た
中
川
和
子
さ
ん
。「
始
め
は
父
も
反
対

し
て
い
た
が
、
最
初
に
来
た
人
が
と
て
も
い
い
人
で
、

次
も
誰
か
に
来
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
」
と
毎
年
多
く

の
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す(

＝
写
真)

。

「
家
に
い
な
が
ら
海
外
旅
行
を
し
て
い
る
よ
う
」

と
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
感
想
を
話
す
中
川
さ
ん
は
、
４

年
前
か
ら
毎
年
国
際
交
流
補
助
金
を
活
用
。
た
く
さ

ん
の
外
国
人
が
家
に
寝
泊
ま
り
す
る
た
め
、「
ふ
と

ん
や
毛
布
を
買
う
の
に
助
か
る
」
と
の
こ
と
。「
補

助
金
を
活
用
し
て
多
く
の
人
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。


